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細胞分裂

染色体
ＤＮＡ
遺伝子

ＤＮＡ
遺伝子暗号
ＡＣＧＴＵ



精子、卵子、受精、発生、臓器の形成



受精卵から臓器ができるまで

分化とは各臓器の系統に分かれながら、最終の臓器細胞まで成熟する道筋
これまでの医学では分化の後もどりは起こらないとされてきた。



臓器と臓器幹細胞

心臓

腎臓

小腸・大腸

筋肉

脳・神経細胞

肺
肺胞細胞
気管支細胞

肝臓

骨髄

神経細胞の発生
胎生幹細胞
外胚葉
神経幹細胞
神経前駆細胞
ニューロン細胞
オリゴデンドロ細胞
星状細胞

各臓器の細胞数＝１兆個（１ｋｇ）
全細胞数＝６０兆



造血幹細胞と血球生成



腸粘膜と腸上皮細胞

毛根（毛嚢）
毛幹細胞
毛細胞
表皮細胞



山中伸也教授(京都大学)
ノーベル医学賞受賞



iPS（induced pluripotent  stem cell）

誘導多能性幹細胞のできるまで



初期化：成熟した臓器の細胞が初期化され受精卵とほぼ同じ多能性を獲得する

コペルニクス的発想

がん化の標的細胞(がん幹細胞)





実現に最短距離にある網膜の再生医療





心筋梗塞の再生医療
細胞シート法



放射線や紫外線



正常な細胞とがん細胞の違い
その違いの根源は染色体の中のDNA(遺伝子)にある





がん化しないiPS細胞の作製方法



iPSから種々の血球を作る



造血幹細胞とニッチ Suda e al.



「長崎の鐘」で有名な
永井隆博士は
放射線科医師で
職業被爆により
原爆の数ヶ月前に
慢性骨髄性白血病を
発症



1960
Nowell＆Hungerford
Univ．Of Pennsilvania
Philadelphia

1973
Janet D. Rowley
Univ. of Chicago

フィラデルフィア染色体の発見
がんの遺伝子研究への出発点



Cytogenetic /Genetic instability
Ph chromosome +additional changes
&
Gene abnormalities such as p53

ブスルファン時代



M-bcr

ABL gene on chromosome 9

BCR gene on chromosome 22

BCR-ABL fusion gene on Ph chromosome (der22)

Philadelphia chromosome generates the fusion fo BCR and ABL genes

198４年発見、1986年マウストランスフェクション実験でCML(AML)発症成功





イマチニブ治療患者の全生存率
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Overall survival （ITT principle）：
Imatinib arm 

457EP-#7 #186-ASH 2008
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Months since randomization

Overall survival
Survival: deaths associated with CML

Estimated overall survival 
at 7 years is 86%

（94% considering only 
CML-related deaths）



がんの成り立ちについての二つの理論



慢性骨髄性白血病
白血病幹細胞
薬剤感受性
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